
事業内容

　『誰もが活躍できる信州「働き」「学び」「暮らし」づくり事
業』は、長野県が人々の活力にあふれ、自然と都市機能が
調和した豊かな暮らしを提供し、未来を思い描ける地域と
なることを目指して実施しました。 
　長野県内の多くの女性や高齢者、外国人、中山間地域の
住民、生きづらさを抱える若者など、多様な層を受益対象
者とした事業です。 中長期的なアウトカムとして、長野県で
は、誰もが楽しく暮らせる、働ける、学べる地域社会になる 
ことを目指しました。 
　また、短期的なアウトカムとして、➀多様な生き方、働き
方のロールモデルとなる人材の拡大、➁自分らしく輝くこと
のできる就労機会の拡大、➂主体的な課題解決の活動の
拡大、➃孤立をなくす取組みの拡大、➄地域文化の創造・コ
ミュニティの活性化を通じ、新しい働き方や暮らしへとつな
がるイノベーションの萌芽が見られることを目指しました。 
あわせて、事業の実施過程で得られる“学び”の深化、浸透
を図り、社会の共有知として還元することも重視しました。

　主な取組みとして、3つ挙げられます。  
　➀課題解決の新しい学びの場・サービス・仕組みづくり、
➁住まい・働き・暮らしの相談体制の構築➂農山村の課題
解決ツール開発です。これらを７つの実行団体事業の中で
具現化しました。 
　資金分配団体は、これらの取組みを支援するため、実行
団体に対する資金および非資金的支援を行いました。 資金
支援としては、１事業当たりおよそ1,500万円から2,800万
円（計画額）の助成金を交付しました。 
　また、非資金的支援として、実行団体の事業設計のブラッ
シュアップ、地域のステークホルダーとの共創関係構築、実
行団体の事業推進体制強化などの支援や行政機関との施
策連携のためのコーディネートなどを行いました。 さらに出
口戦略として、2025年３月、一般社団法人信州みんなのくら
し研究所を設立し、長野県内における社会イノベーション
を継続的に支援していくことを予定しています。 
 

【短期アウトカム】

【中長期アウトカム】

【目的・ビジョン】

・ 多様な生き方、働き方のロールモデルとなる人材の拡大
・ 自分らしく輝くことのできる就労機会の拡大
・ 主体的な課題解決の活動の拡大
・ 孤立をなくす取組みの拡大
・ 地域文化の創造・コミュニティの活性化

長野県では、誰もが楽しく暮らせる、
働ける、学べる地域社会になる。

長野県が、人々の活力にあふれ、
自然と都市機能の調和の中に
暮らしの豊かさを感じ、
未来を思い描ける地域となる

「働き方」のイノベーション
につながる社会変化の発現
視点：多様な人材の活躍・創業・副業、地域

循環経済

「暮らし」のイノベーション
につながる社会変化の発現
視点：若者の生きづらさの改善、健康、高齢

者や社会的弱者の生きがい

一般社団法人信州みんなのくらし研究所
によりイノベーションを
継続支援

◦ 伴走支援実行団体に対する資金+非資金的
◦ 連携・協業先提案、新たな資金提供づくり
◦ イノベーションの道筋の記録
◦ 地域ステークホルダーとの

コミュニケーション、連携づくり
◦ 地域のステークホルダー、

資源等の把握連携への関係性構築
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農家

課題解決の新しい学びの場・サービス・仕組みづくり 住まい・働き・暮らしの相談体制 農山村の課題解決ツール

多様な相談窓口
自律分散型のプロジェクトの立ち上げ
無関心層への健康ツール社会実装
ファシリテーター人材の増大

空き車両やパーソナルモビリティを
活用する仕組み
バイオ炭活用・地域資源活用による地域づくり

従来の枠を超えたネットワークによる
社会的養護出身若者支援の普及
ワンストップ支援と長期就労・住民との交流

健康無関心層 農家 住民

【受益対象者】

事業終了時に
イノベーションの
萌芽が見られる

“学びの深化、浸透、拡大

（ 事業での気づき、考察、試行錯誤と実践）

休眠預金を活用した社会イノベーション事業 

�



　資金分配団体は、2022年2月から2025年3月までの3
年間において、下記のような伴走支援を行いました。 助
成期間を通じて実行団体を多面的にサポートし、地域の
発展とイノベーションの促進を目指しました。 
　支援は大きく3つのフェーズに分かれています。 
 　導入期フェーズでは、事業提案・採択、審査、決定、キッ
クオフが行われました。このフェーズでは、事業設計の
ファシリテーションや事前評価の支援、事業の立上がり
支援、経費精算事務の円滑化支援、規程類整備の支援、
助成システム操作の支援などを行いました。 
　中間期フェーズでは、中間評価や事業推進のための
ネットワークの強化が行われました。このフェーズでは、
実行団体の中間評価の実施を支援するとともに、中間
報告会を開催して発現しつつある成果を社会に発信し
ました。 また、様々な主体が連携して事業を推進すること

による事業成果の拡大を目指し、地域内外のステークホ
ルダーとの連携および共創関係の拡大・強化を支援しま
した。  
　発展期フェーズでは、事業成果の浸透・拡大が図られ
ました。このフェーズでは、事後評価の実施を通じて事業
成果及びイノベーションの道筋の整理や出口戦略の明
確化を行うとともに、事業の持続可能性を高めるための
支援を行いました。また、事業の完了に向け、事後評価
報告書の作成、経費精算報告などの事務の支援を行い
ました。 
　2025年4月以降は、新たに設立された一般社団法人
信州みんなのくらし研究所によりイノベーションを継続
支援する予定です。これにより、資金分配団体は、引き続
き7つの実行団体とともに、誰もが楽しく暮らせる、働け
る、学べる地域社会づくりに貢献していきます。 

非資金的支援（伴走支援）の概要

【事業設計力】 

 ロジックモデルやセオ
リー・オブ・チェンジが
うまくまとまらない 

【事業評価スキル】

アウトプットとアウトカム
の違い等を意識した事
業評価に慣れていない 

【経費精算事務】 

 休 眠 預 金 活 用 事 業 の
ルールに沿った経費精
算事務に慣れていない

【規程類等整備】 

初期段階で規程類の整
備や公表等ができていな
い部分があった 

【システム習熟】 

 JANPIAの助成システム
の使い方がよく分からな
い 
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全事業に共通する基本的な伴走支援

休眠預金活用事業を適正・効果的に実施するための基本的スキ
ルを全実行団体に身に着けてもらった上で、それぞれの活動を確
立し、成果発現に向け事業推進を加速 

【事業別の課題】
 
・ステークホルダー との連携不足 
・コンソーシアム 構成団体の目的 

共有の不足 
・組織基盤、人材の 不足 
・地域への情発信の 不足

など 

各
段
階
に
お
け
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を

解
決
し
事
業
を
前
に
進
め
る

• 実行団体事業の着実な推進 
• アウトカム発現へのステップアップ 

主要イベント

資金分配団体による
伴走支援

～2022年2月 2022年2月～ 2023年 2024年 ～2025年3月 2025年4月以降

資金分配団体としての
事業提案・採択

地域のステークホルダー、
資源等の把握

地域ステークホルダーとの
コミュニケーション、連携づくり

連携への関係性構築 実行団体に対する資金＋非資金的

イノベーションの道筋の記録

出口戦略の明確化

事業設計のファシリテーション 助成システムの支援

事業評価の支援
規定類整備の支援 経理清算事務円滑化支援

事業
公募

審査
決定

中間
評価

事後
評価

中間
報告会

キック
オフ 事業成果の浸透・拡大

信州みんなのくらし研究所
によりイノベーションを継続支援

導入期フェーズ 発展期フェーズ中間期フェーズ
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